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ピアスーパーバイザーからのコメント
本綸文は、近年の子育て事情や保育所の待機兜童緩和 
策に向けて,f乳児保育Jの担当できる保育士の存在に 
焦点を当てて考察している点が大きな特色である、保 
育士囊成課程においては、学生が「乳児保育」を担当 
すSことに大きな不安を抱いており,現状のカリキュ 
ラムでは体験的な理解が難しいことを、調査によって 
明らかにしている。秦成機関を卒業する時点で『?L児 
保育」も担当できる学生を保育現場に送り出すために 
は、保育現場の視点からの保育者養成制度の根本的な 
見直しが必要であることを指摘している。今、社会に 
求められている、保育士認証の「量的緩和Jと「質保 
証」という二っの課題を同時に解決することの難しさ 
を痛感させられる論文である。
(担当：児金教育学科 岡崎公典)
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